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阪神ファンの皆様、「あれ」おめでとうございます。今年の阪神は強かったですね。元々
投手力はありながら打力と守備力の問題でなかなか優勝戦線に絡むことができませんでし
たが、今年は打力が上がって得点力も一気に上がった気がしています。特にポイントにな
る１点を取りに行くのが上手かった。監督が代わるとこうも変わるものなんですね・・・。
うちの巨人は毎年恒例になったシーズン終盤の大失速、昨日の試合は今年の阪神と巨人の
力関係を象徴するような試合でした。巨人もせめてクライマックスシリーズには出て欲し
いものです。

入職と離職の状況と転職入職者が前職を辞めた理由

１．年間で常用労働者の１５％が離職
人材不足のため採用に苦慮する企業も多いところですが、せっかく人を採っても、辞め

ていく人が減らなければ困難な状況が変わりません（政府は、転職を勧めていますが）。
厚生労働省が公表した「令和４年雇用動向調査結果」によれば、令和４年の１年間の離

職者（事業所を退職したり、解雇された者）の数は約７６５万人となっています。また、
年初の常用労働者数に対する割合である離職率は１５．０％となっています。

２．転職入職者が前職を辞めた理由
また、同調査によれば、令和４年１年間の転職入職者が前職を辞めた理由については、

男女ともに
「その他の個人的理由」（男性１９．６％、女性２５．０％）、
「その他の理由（出向等を含む）」（男性１４．７％、女性８．６％）
という「その他・個人的な理由」が多く、これらを除くと、
１位：「定年・契約期間の満了」（男性１５．２％、女性１０．９％）
２位：「労働時間、休日等の労働条件が悪かった」（男性９．１％、女性１０．８％）

、
３位：「職場の人間関係が好ましくなかった」（男性８．３％、女性１０．４％）
となっています。

３．企業で可能な取組みを検討
上記調査でも「個人的理由」とありますが、厚労省のアンケートでさえも理由を明確に

しない（その他・個人的理由）人が多い中、退職する人が辞める本当の理由を会社側に明
確に伝える例は少ないのではないでしょうか。
エン・ジャパン株式会社が実施した「就業前後のギャップ」についてのアンケート調査

によれば、約８割（７９％）が入社前後で「ギャップを感じた経験がある」と回答います
。感じたギャップのトップ３は「仕事内容（４４％）」、「職場の雰囲気（３２％）」、
「仕事量（２６％」となっています。
また、就業前後のギャップを感じたことがある方に、ギャップが原因で仕事を辞めたこ

とがあるかを尋ねたところ、実に５５％がギャップにより仕事を辞めたことがある事が判
りました。その中でも「職場の雰囲気」（２９％）、「仕事の内容」（２４％）が離職理
由のトップ２となっており、上記厚生労働省の調査の「職場の人間関係」による理由と重
なるところがあります。
今後はそれぞれの企業で何が離職理由となっているのかを考えた上で、企業として可能

な取組みについても検討していく必要があると思われます。

【厚生労働省「令和４年雇用動向調査結果の概況」】
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/koyou/doukou/23-2/dl/gaikyou.pdf
【エン・ジャパン「就業前後のギャップ」調査『エン派遣』ユーザーアンケートー】

https://corp.en-japan.com/newsrelease/2023/34225.html


